
4

3

1

受験
番号 番 得点

⑴ ① ア イ ウ エ

② ア イ ウ エ

③ ア イ ウ エ

⑵ ① ⅰ ⅱ

② ア イ ウ エ

⑶ ① ア イ ウ エ

②

⑷

⑸ ア イ ウ エ

採点者記入欄

2

2

2

3

3

2

2

3

2

採点者記入欄

2

2

2

2

2

4

2

2

3

2

2

採点者記入欄

2

2

3

2

3

3

3

2

3
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第 １ 回 大 阪 府 公 立 高 等 学 校 入 試 模 擬 ⑴ ア イ ウ エ

⑵ ア イ ウ エ

⑶

⑷ ア イ ウ エ

⑸ ア イ ウ エ

⑹ ア イ ウ エ オ カ

⑺ ⓐ

ⓑ

⑻ ①

② ア イ ウ エ

③ ア イ ウ エ

⑴ ア イ ウ エ

⑵ ①

② ⒜ ⓐ ア イ ⓑ ウ エ

⒝

⑶

⑷ ① ア イ ウ エ

② ⓐ ア イ ⓑ ウ エ オ

⑸ ア イ ウ エ

⑹ （記号） ア イ ウ （正しい語）

2
⑴ ア イ ウ エ

⑵ ⅰ ア イ ウ エ ⅱ

⑶ ① ア イ ウ エ

② ア イ ウ エ

⑷

⑸

⑹ ① ア イ ウ エ

②

③

採点者記入欄

2

3

3

2

2

2

2

2

3
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社 会 採 点 資 料

真言 空海

志摩半島

（例）観光客が増えて地域が活性化する。

配点 注意事項

2

2

2

3
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。

3
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。

2

2

3
・他の表現でも内容
が正しければよい。
・部分点を与える。

2

配点 注意事項

2

2

2

2

2

4
完答とし，三つとも
正しい場合のみ点を
与える。

2

2

3

・他の表現でも内容
が正しければよい。
・部分点を与える。

2

2

配点 注意事項

2

2

3
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。

2

3
・他の表現でも内容
が正しければよい。
・部分点を与える。

3

3
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。

2
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。

3
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。
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摂関政治

殖産興業

文明開化

（例）国際連盟の総会が，満州国を承認せず，満州

からの撤兵を勧告したから。

象徴

国民主権

（例）君主権が強いという性質。

経済活動

第１回−① ②−第１回

寒帯

フランス語

ＥＵ

レアメタル

（例）貿易相手国の中心が，ヨーロッパ州の国から

アジア州の国に変化している。

配点 注意事項

2

3
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。

3
完答とし，二つとも
正しい場合のみ点を
与える。

2

2

2

2

2

3

・他の表現でも内容
が正しければよい。
・部分点を与える。
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第１回−③ ④−第１回

	 	 ⑴①�　日本で発行されている地形図において，アは	
　　，イは　　，ウは　　の地図記号で表される。
②　Ｃ地点の南東に 894 ｍの三角点が，北に 807 ｍの
標高点があることに着目する。 894 ｍ及び 807 ｍの
地点からＣ地点に至るまでの等高線の本数をみる
と， 807 ｍの方が少ないため，Ｃ地点は 894 ｍより
も低く， 807 ｍに近い高さにある。２万５千分の１
の地形図において，主曲線は 10 ｍおき，計曲線は
50 ｍおきに引かれていることから，Ｃ地点の高さ
はおよそ 800 ｍである。Ｂ地点が 850 ｍであること
から，アが当てはまる。
③　ア　日本で発行される地形図において　　の地図
記号で表される神社は，Ａ地点からみて南西の方角
などにある。
　イ　弁天岳の斜面にある　　は，針葉樹林を表す。
　ウ　郵便局の地図記号は　　であるため正しい。
　エ　こうやさん駅の西にある　　は，発電所・変電
所を表す地図記号である。

⑵①�　高野山金剛峯寺は，真言宗を伝えた空海が開い
た。空海は，平安時代初期の僧で，のちに天台宗を
開いた最澄とともに唐に渡り，仏教を学んだ。最澄
は比叡山延暦寺（滋賀県）を開いている。
②　９世紀は 801 年から 900 年の期間を指す。アは
894 年で９世紀，イは 935 年（939 年）で 10 世紀，
ウは 802 年で９世紀，エは 1016 年で 11 世紀のでき
ごとである。

⑶①�　Ｐについて，南東から吹く夏の季節風が紀伊山地
にぶつかり，東側に大量の雨を降らせるので正し
い。Ｑについて，紀伊半島の沖合を流れる暖流の黒
潮（日本海流）の影響で，沿岸部のＡとＣの気温は内
陸部のＢよりも温暖であるため正しい。
②　志摩半島は谷が海に沈んでできた出入りの多い複
雑な海岸線をもつリアス海岸である。

⑷　自然環境や文化財の世界遺産への登録は，観光客の
増加やそれに伴う地域経済の活性化などの効果をもた
らす一方で，環境破壊や地元住民の生活と観光の両立
といった問題も引き起こしうる。
⑸　みかんは温暖な地域で栽培がさかんな作物である。
特に和歌山県，静岡県，愛媛県で生産が多いことから
エが当てはまる。アはうめ，イはもも，ウはかきが当
てはまる。

	 	 ⑴�　赤道はアフリカ大陸の中央部やインドネシアなどを
通る。また，アマゾン川の河口付近も通っており，南
アメリカ大陸にありＡのペルーの北に接するエクアド
ルの国名は，「赤道」という意味である。
⑵　図Ⅶの気温と降水量をみると，夏も気温が 10 度未
満で寒さが厳しいことから，寒帯の気候の都市である
ことが分かる。図Ⅲ～Ⅵの都市のうち，寒帯に属する
のは図Ⅳのロシア北部の都市である。
⑶①�　写真はアンデス地方の伝統的な衣服である。標高

1

2

で，資料Ⅰ中の５人すべてが支給されるため誤り。
⑶　 11 世紀には藤原道長が摂政になっている。藤原氏
は娘を天皇のきさきにし，生まれた孫を天皇に立てる
ことで，外戚として朝廷の高い役職を独占した。 10
世紀後半ごろから摂政・関白が常に置かれるようにな
り，天皇が幼いころは摂政，成人してからは関白の役
職について政治にかかわった。これを摂関政治とい
う。道長とその子頼通は，摂関政治の全盛期を築い
た。
⑷　ⅰは勘合貿易（日明貿易）で， 1404 年に室町幕府３
代将軍の足利義満が始めた。ⅱの日宋貿易は，平清盛
が強い権力を握っていた 12 世紀後半にさかんに行わ
れた。ⅲは 1274 年と 1281 年に元軍が攻めてきた元寇
（蒙古襲来）について述べたものである。
⑸　資料Ⅱに書かれている武器は鉄砲。鉄砲は， 1543
（1542）年に種子島に漂着した中国船に乗っていたポル
トガル人が伝えた。
⑹　アは 1637 年に起こったことがらである。厳しい年
貢の取り立てやキリスト教への弾圧に抵抗したもの。
イは 1825 年，ウは 1742 年のことがら。エの『解体新
書』は徳川吉宗が洋書の輸入を緩和したことで始まっ
た蘭学にかかわるもので， 18 世紀のことがらである。
オは 1860 年に起こったことがら。カのバテレン追放
令は豊臣秀吉が出したもので， 16 世紀後半のことが
らである。
⑺ⓐ�　政府は西洋の知識や技術を積極的に取り入れ，近

代産業の育成を目指す殖産興業の政策を取った。官
営模範工場は民間に手本を示すためにつくられたも
の。

　ⓑ�　西洋の生活様式や思想が積極的に取り入れられた
風潮を文明開化という。肉食，洋服の着用といった
生活様式の変化，ガス灯の使用，西洋風の建築など
の街並みの変化のほか，思想では福沢諭吉が『学問
のすゝめ』を著し学問の大切さを説いた。

⑻①�　関東軍による満州事変で，日本は中国東北部の満
州を占領し満州国の建国を宣言した。中国は侵略行
為であると国際連盟に訴え，国際連盟は調査団を派
遣した。国際連盟が調査団の報告書をもとに，満州
国を独立国と認めず，日本軍に満州から撤兵するよ
う求める勧告を採択すると，日本はこれを不服と
し，国際連盟を脱退した。
②　ⅰは 1951 年，ⅱは 1956 年，ⅲは 1972 年のでき
ごとである。日本が国際連合に加盟したのは 1956
年で，この年，日ソ共同宣言によりソ連と国交を回
復したことでソ連の支持を得て加盟を果たした。そ
のため，ソ連との国交回復の直後となる。
③　アのインフレーションは物価が上がり続ける現
象，イのデフレーションは物価が下がり続ける現
象，エのフェアトレードは発展途上国の人々が生産
した商品を先進国の人々が労働に見合った適正な価
格で購入して支援することを指す。

	 	 ⑴�　ⅰのアメリカ独立宣言は 1776 年，ⅱのワイマール4

が高いアンデス地方は紫外線が強く，気候は冷涼か
つ昼夜の気温差が激しいため，人々は帽子やアルパ
カの毛でつくったポンチョを着脱して対応してい
る。アルパカは標高 4000 ｍ以上の農耕に適さない
地域でリャマとともに飼育される家畜であり，毛を
利用する。リャマはおもに運搬用に使われる。
②　世界には，太平洋を取り囲むように連なる環太平
洋造山帯と，ユーラシア大陸の南部に東西に連なる
アルプス・ヒマラヤ造山帯の二つの造山帯がある。
このうち，南アメリカ大陸の西部を南北に走るアン
デス山脈は環太平洋造山帯に属している。アのヒマ
ラヤ山脈とアルプス山脈は，アルプス・ヒマラヤ造
山帯に属する山脈である。イのアパラチア山脈，エ
のウラル山脈はいずれの造山帯にも属していない。

⑷　Ｃ国はカナダである。カナダは 16 世紀半ばから 18
世紀半ばまでフランスの植民地であり，当時フランス
の支配の中心地であったケベックなどでは，現在もフ
ランス語話者が多い。
⑸　 20 世紀に起きた二度の世界大戦と，アメリカやソ
連といった大国の経済発展を受け，団結の必要に迫ら
れたヨーロッパの国々は，経済的な協力を図るように
なった。 1967 年に結成されたヨーロッパ共同体（Ｅ
Ｃ）は， 1993 年にヨーロッパ連合（ＥＵ）へ発展した。
2002 年には共通通貨のユーロが導入され，冷戦の終
結による東ヨーロッパの国々の加盟などを経て，現在
は政治的な結びつきをも強めている。
⑹①�　ⓐ～ⓓのうち，最も面積が広く資源の輸出がさか

んなⓐはロシア，最も面積が小さく衣類が上位品目
に入るⓑはイタリア，最も輸出額が少なく銅鉱の輸
出がさかんなⓒはペルー，残るⓓがカナダである。
イタリアはファッション産業のさかんな国であるこ
とから，衣服やはきものなど服飾品の輸出が上位に
入るのが特色である。
②　地球上に存在する量が少なかったり，取り出すの
がむずかしかったりする金属をレアメタルという。
工業製品の生産に必要な金属であるため，需要が一
層高まっており，近年は使わなくなった携帯電話な
どの工業製品から取り出すこともさかんである。
③　オーストラリアの 1960 年の貿易相手国は，イギ
リスや西ドイツ，フランスで 40％近くを占めてお
り，ヨーロッパが中心になっている。 2018 年では，
中国，日本，韓国で 50％近くを占めており，アジ
アが中心になっている。「貿易の中心が，ヨーロッ
パから太平洋地域の国々に変わっている」でも可。

	 	 ⑴�　５世紀の朝鮮半島は，高句麗，新羅，百済，伽耶
（任那）に分かれていた。アは７世紀半ば，ウは 11 世
紀，エは８世紀の朝鮮半島のようすである。
⑵　Ｐについて，大宝二年とあることから，大宝律令が
制定された飛鳥時代ということが分かるので誤り。Ｑ
について，口分田は６歳以上の男女に与えられたの

3

憲法は 1919 年，ⅲのフランス人権宣言は 1789 年に出
された。
⑵①�　戦前の天皇は「神聖ニシテ侵スベカラズ」（大日本

帝国憲法）とされ，非常に強い権限をもっていた。
戦後はＧＨＱの意向に従い，神の子孫ではないとい
う「人間宣言」をして，民主化改革のもと，日本国憲
法では象徴とされた。日本国憲法では，天皇は国の
政治に対する権限をもたず，内閣の助言と承認を必
要とする国事行為のみ行う。
②⒜�　憲法は国の最高法規であるため，改正は慎重に

行われるよう手続きが定められている。憲法改正
の発議は国会が行い，国民投票で過半数の賛成に
よって承認されると，天皇が国民の名によって公
布する。

　⒝�　日本国憲法の原則は，国民主権，基本的人権の
尊重，平和主義である。

⑶　大日本帝国憲法に影響を与えたドイツ帝国憲法は，
普通選挙で選出される帝国議会の権限が小さく，皇帝
と宰相（内閣総理大臣に相当）の権限が大きかった。特
に皇帝は，軍事や外交についての権限だけでなく，議
会の召集・解散や宰相の任命権も有するとされた。
⑷①�　アは日露戦争の際に「君死にたまふことなかれ」を

発表した歌人。イは『たけくらべ』などを著した日清
戦争のころの小説家。ウは岩倉使節団とともに渡米
した日本人初の女子留学生で，女子英学塾（のちの
津田塾大学）を開いた女性。
②　ＸとＹの選挙が，Ｘは３年おき，Ｙは２年～４年
の間隔で実施されていることを読み取る。参議院の
任期は６年で，３年ごとに定数の半分である 124 人
を改選する。衆議院の任期は４年だが，解散がある
ため４年より早く選挙が行われることがある。

⑸　アについて， 2019 年度の社会保障給付費はおよそ
120 兆円で，年金はそのうちの 44.7％であることか
ら， 53.64 兆円となり， 70 兆円を下回るため誤り。
イについて， 2019 年度の社会保障給付費がおよそ
120 兆円で， 1979 年度はおよそ 20 兆円であるから，
６倍となり，５倍を上回るため正しい。ウについて，
1999 年度と 2019 年度で最も割合が高いのは年金で，
社会保険に含まれるため正しい。社会保障には，社会
保険，公的扶助，社会福祉，公衆衛生の四つの柱があ
る。エについて， 1979 年度の社会保障給付費で最も
割合が高いのは医療で，社会保険に含まれるため誤
り。
⑹　職業選択の自由は，経済活動の自由に分類される。
経済活動の自由には，居住・移転・職業選択の自由，
財産権の保障が含まれ，公共の福祉による制限を受け
やすいという特徴をもつ。なお，精神の自由には，思
想・良心の自由，信教の自由，集会・結社・表現の自
由，学問の自由がある。


